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「
テ
ラ
ル
」
と
は
、“
大
地
に
や
さ
し
い
”と
い
う
意
味
で
、
テ
ラ（
地
球
、 

大
地
）
と
い
う
ラ
テ
ン
語
か
ら
の
派
生
語
で
、農
業
を
守
り
、自
然
を
 

守
り
続
け
る
と
い
う
J
A
の
基
本
姿
勢
を
表
現
し
て
い
ま
す
。 
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第
１０
回
通
常
総
代
会 

開
催 
第
１０
回
通
常
総
代
会 

開
催 

出
向
く
体
制
の
強
化 

新
役
員
が
決
定 

総
代
会
並
び
に
地
区
別
座
談
会
で
の
主
な
質
問
と
回
答
 

 

平
成
二
十
年
度
事
業
の
決
算
報
告
並
び
に

事
業
報
告
と
損
失
処
理
案
の
承
認
、
二
十
一

年
度
事
業
方
針
を
決
め
る
第
十
回
通
常
総
代

会
が
三
月
二
十
日
午
後
一
時
よ
り
四
百
七
十

八
名
（
う
ち
本
人
出
席
三
百
三
十
三
名
、
委

任
状
十
七
名
、
書
面
議
決
百
二
十
八
名
（
総

代
定
数
五
百
五
十
六
名
））
の
総
代
が
出
席

し
て
農
協
会
館
エ
ク
セ
レ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
西
川
組
合
長

の
挨
拶
の
後
、
不
正
融
資
事
件
の
経
過
に
つ

い
て
弁
護
士
を
迎
え
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。そ

の
後
、
議
長
に
　
天
木
英
治
氏
（
大
野

北
支
店
　
下
庄
地
区
）
を
選
任
し
、
議
事
に

入
り
ま
し
た
。
特
に
座
談
会
か
ら
質
問
の
多

か
っ
た
第
三
号
議
案
の
セ
レ
モ
ニ
ー
会
館
の

建
設
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
か
ら
の
要
望
も

あ
り
組
合
長
も
必
要
性
を
説
明
し
ま
し
た

が
、
建
設
地
や
、
施
設
運
営
に
関
し
て
多
く

の
意
見
・
質
問
が
交
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ

れ
た
結
果
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
の

す
べ
て
議
案
に
つ
い
て
は
承
認
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を
諮

る
第
十
二
号
議
案
で
承
認
さ
れ
た
新
役
員
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
総
代
会
後
に
は
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、
西
川
組
合
長
の
再
任
が
決
定

し
ま
し
た
。

米
の
収
穫
量
が
多
か
っ
た

が
、
販
売
高
の
伸
長
が
な
い

の
で
は
。

販
路
拡
大
に
よ
り
販
売
高
を
伸

長
さ
せ
る
対
策
に
つ
い
て
。

決
算
の
中
で
は
、
集
荷
量
が

少
な
か
っ
た
十
九
年
産
米
の

販
売
が
主
で
あ
り
、
二
十
年
産
米

に
つ
い
て
は
二
十
一
年
度
内
に
販

売
と
な
り
ま
す
が
、
十
九
年
産
米

よ
り
千
円
程
度
高
く
精
算
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
な

米
の
需
給
に
よ
っ
て
米
価
が
影
響

し
ま
す
が
、
現
在
も
ち
米
は
全
量

直
売
、
酒
米
は
複
数
年
契
約
で
数

量
・
価
格
の
安
定
化
を
図
っ
て
お

り
、
今
後
も
販
路
拡
大
を
目
指
し

て
、販
売
高
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

出
向
く
体
制
に
つ
い
て
、
二

十
一
年
度
の
営
農
事
業
に
お

い
て
出
向
く
体
制
の
具
体
的
な
取

り
組
み
内
容
は
ど
う
か
。

本
年
度
に
お
け
る
活
動
内
容

で
特
に
顕
著
な
内
容
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
集
落
営
農
へ

の
助
言
を
行
う
な
ど
少
し
ず
つ
活

動
の
範
囲
を
拡
げ
て
い
ま
す
。
今

後
は
世
代
交
代
が
進
ま
ず
農
地
が

荒
廃
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま

た
相
続
に
関
す
る
相
談
等
を
含
め

て
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題

に
対
し
て
、
農
林
中
金
は
問

題
な
い
の
か
。

全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
農
林
中
金
の
規
模

は
国
内
で
も
有
数
で
あ
り
、
体
力

的
か
ら
見
て
も
大
き
な
影
響
は
受

け
て
い
ま
せ
ん
。

原
油
高
騰
で
肥
料
や
資
材
が

値
上
が
り
し
た
が
、
流
通
過

程
を
見
直
す
な
ど
し
て
価
格
を
下

げ
る
こ
と
は
不
可
能
か
。

燃
料
に
つ
い
て
は
市
場
動
向

を
見
合
わ
せ
価
格
に
反
映
し

て
い
ま
す
が
、
肥
料
に
つ
い
て
は

原
材
料
費
の
関
係
か
ら
価
格
に
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
経
済
連
と
の
協
議
で
価
格
を
据

え
置
い
て
供
給
で
き
た
品
目
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
後
は
経
済
連
と

も
協
議
し
て
努
力
を
し
て
参
り
ま

す
。

セ
レ
モ
ニ
ー
会
館
は
旧
Ａ
コ

ー
プ
の
よ
う
な
結
末
に
は
な

ら
な
い
か
。
時
期
尚
早
で
は
な
い

か
。

大
野
、
勝
山
の
人
口
形
態
を

考
え
る
と
高
齢
化
が
進
む
と

と
も
に
自
宅
で
の
葬
儀
も
減
少

し
、
結
果
と
し
て
セ
ン
タ
ー
利
用

が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ

が
自
宅
葬
儀
を
扱
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
価
格
抑
制
に
効
果
が
現
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
に
他
の
業

者
が
新
た
に
参
入
す
れ
ば
不
可
能

な
状
態
と
な
り
ま
す
。
現
段
階
が

最
適
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
初
そ
れ
ぞ
れ
の
市
内
に
１
か
所

ず
つ
と
の
構
想
も
あ
り
ま
し
た

が
、
理
事
会
で
の
協
議
の
結
果
今

回
の
計
画
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
候
補
地
と
し
て
は
い
く
つ
か

の
案
が
あ
り
ま
し
た
が
現
在
計
画

し
て
い
る
南
新
在
家
地
区
で
あ
れ

ば
広
い
エ
リ
ア
を
カ
バ
ー
で
き
る

と
判
断
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現

在
専
門
的
に
葬
祭
事
業
を
行
っ
て

い
る
職
員
が
い
ま
す
の
で
、
教
育

を
積
み
重
ね
Ｊ
Ａ
独
自
で
行
う
計

画
で
す
。
葬
祭
事
業
は
皆
様
の
生

活
の
お
役
に
た
て
る
と
い
う
こ
と

を
ま
ず
考
え
て
計
画
し
て
い
ま

す
。
そ
の
う
え
で
も
ち
ろ
ん
採
算

性
に
つ
い
て
も
十
分
検
討
し
た
結

果
ご
提
案
し
て
い
ま
す
。

支
所
統
廃
合
の
メ
リ
ッ
ト
は

出
て
い
る
か
。

昨
今
の
経
済
環
境
が
厳
し
く

直
接
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
見
え

て
い
ま
せ
ん
。
県
下
の
Ｊ
Ａ
で
も

統
廃
合
を
視
野
に
入
れ
た
構
想
が

で
て
い
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け

し
て
い
る
こ
と
に
は
お
詫
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

遊
休
施
設
の
活
用
計
画
は
あ

る
の
か
。

遊
休
施
設
の
利
用
を
広
報
に

載
せ
、
申
し
出
を
受
け
た
結

果
、
若
干
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご

利
用
頂
い
て
い
ま
す
。

不
正
融
資
の
回
収
状
況
が
計

画
通
り
で
は
な
い
の
で
は
な

い
か
。総

代
会
資
料
に
は
現
在
確
実

に
回
収
で
き
る
も
の
を
記
し

て
お
り
、
回
収
見
込
み
つ
い
て
は

記
載
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
引
き
続

き
回
収
の
努
力
を
し
て
参
り
ま

す
。

不
祥
事
に
関
す
る
訴
訟
等
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

現
在
当
時
の
役
員
へ
の
損
害

賠
償
請
求
の
訴
訟
を
行
っ
て

い
ま
す
。

Ａ Ｑ Ａ Ｑ 不
祥
事
関
係

Ａ Ｑ Ａ Ｑ 管
理
関
係

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ 購
買
・
利
用
関
係

Ａ Ｑ 信
用
・
共
済
関
係

Ａ Ｑ Ａ Ｑ 営
農
販
売
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第10回通常総代会提出議案
第１号議案　平成20年度貸借対照表、損益計算書及び注記表の報告並びに事業報

告、損失処理案の承認について
第２号議案　平成21年度事業計画の設定について
第３号議案　固定資産（葬祭会館）の取得について
第４号議案　定款の一部変更について
□附帯決議　定款変更の申請に際し、変更の趣旨に反しない範囲において、行
政庁の指示による定款の字句等についての修正加除は、理事会に一任する｡

第５号議案　定款附属書　総代選挙管理規程の一部変更について
□附帯決議　定款変更の申請に際し、変更の趣旨に反しない範囲において、行
政庁の指示による規程の字句等についての修正加除は、理事会に一任する｡

第６号議案　農地保有合理化事業規程の一部変更について
□附帯決議　農地保有合理化事業規程の申請に際し、変更の趣旨に反しない範
囲において、行政庁の指示による規程の字句等についての修正加除は、理事
会に一任する｡

第７号議案　農業倉庫業務規程の一部変更について
□附帯決議　農業倉庫業務規程の申請に際し、変更の趣旨に反しない範囲にお
いて、行政庁の指示による規程の字句等についての修正加除は、理事会に一
任する｡

第８号議案　平成21年度賦課金の額、賦課方法、徴収時期及び徴収方法について
第９号議案　平成21年度における理事の報酬について　　
第10号議案　平成21年度における監事の報酬について　　
第11号議案　役員退職慰労引当金の取崩について
第12号議案　役員全員任期満了による改選について
第13号議案　平成21年産における福井米と民間流通麦並びに政府米の売り渡し事

務と検査売り渡し等の事務委託及び平成21年産米麦販売に関わる共同計算
について

地
区
別
座
談
会
並
び
に
第
十

回
総
代
会
開
催
に
あ
た
り
、
組

合
員
の
皆
様
に
配
布
致
し
ま
し

た
総
代
会
資
料
に
字
句
等
の
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
尚
、
正
誤
表

を
本
紙
に
折
り
込
み
ま
し
た
の

で
、
訂
正
の
程
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
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常務理事（審査担当理事）

仲村　　彰
勝山・鹿谷地区－本郷

専務理事（信用事業専任担当理事）

羽生　悦夫
大野・上庄地区－中据

代表理事組合長

西川　文人
大野・乾側地区－牛ヶ原

理　事

谷　　秀明
大野・九頭竜地区－下山

筆頭理事

牧野　昌久
勝山・遅羽地区－大袋

理　事

久保　晴空
勝山・野向地区－聖丸

理　事

松田　義一
大野・上庄地区－木本

理　事

松田　典子
大野・冨田地区－森目

理　事

銅子　又衞
大野・小山地区－阿難祖領家

理　事

島田　典幸
勝山・北郷地区－西妙金島

理　事

南部　新一
大野・富田地区－蕨生

理　事

松井　喜治
勝山・野向地区－北野津又

理　事

大石　貴之
大野・阪谷地区－橋爪

理　事

鳥山　豊一
勝山・勝山地区－下高島

理　事

乾　孝一郎
大野・下庄地区－中挾

理　事

平泉　利栄
勝山・荒土地区－新保

就任のご挨拶 就任のご挨拶 

代
表
理
事
組
合
長

西
　
川
　
文
　
人

本
年
三
月
二
十
日
の
総
代
会
に

お
い
て
二
十
四
名
の
理
事
を
選
任

し
て
頂
き
、
そ
の
後
の
理
事
会
で

向
こ
う
三
年
間
、
代
表
理
事
組
合

長
に
不
肖
私
を
再
選
し
て
頂
き
ま

し
た
。

私
と
共
に
、
今
回
選
任
さ
れ
た

理
事
の
内
、
前
期
よ
り
引
き
続
き

選
任
さ
れ
た
方
々
が
五
名
、
ま
た

十
八
名
の
方
々
に
つ
い
て
は
新
任

の
理
事
者
と
い
う
こ
と
か
ら
、
理

事
会
で
は
、
経
験
豊
か
な
意
見
や

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
意
見
で
の
議
論
が

交
わ
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
女
性
理
事
の
方
を
二
名

増
員
さ
せ
て
頂
き
、
組
織
代
表
と

あ
わ
せ
て
三
名
と
な
り
、
女
性
の

視
点
か
ら
の
ご
意
見
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
出
さ
れ
、
組
合
経
営
に
よ

り
多
く
反
映
で
き
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

再
任
に
当
た
り
、
日
々
未
来
の

テ
ラ
ル
越
前
を
見
据
え
て
業
務
を

遂
行
す
る
と
と
も
に
、
平
成
十
七

年
に
発
覚
し
た
不
祥
事
の
一
日
も

早
い
決
着
を
目
指
し
、
事
業
収
益

の
増
益
を
図
る
こ
と
で
組
合
員
各

位
の
付
託
に
お
応
え
で
き
る
よ
う

努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
テ
ラ
ル
管
内
の
山
地
水

明
の
農
地
・
水
・
環
境
を
守
り
、

組
合
員
各
位
が
農
業
に
い
そ
し

み
、
後
世
に
引
き
継
げ
る
よ
う
Ｊ

Ａ
と
し
て
努
力
を
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
出
向
く
Ｊ
Ａ
を
推
し

進
め
、
職
員
が
笑
顔
で
働
け
る
職

場
を
創
り
、
組
合
員
の
皆
様
に
も

そ
の
笑
顔
が
伝
わ
る
よ
う
な
組
合

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
引
き
続
き
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す

代
表
監
事松

　
田
　
三
　
郎

桜
花
の
節
、
組
合
員
の
皆
様
に
は

ご
健
勝
で
農
作
業
に
お
励
み
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
こ
と
、
こ
の
た
び
の
役

員
改
選
に
伴
い
代
表
監
事
に
選
任
さ

れ
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し

て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す

平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画
で
監

査
が
取
り
組
む
事
項
と
し
て

一
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
は
自

己
管
理
能
力
と
内
部
統
制
機
能

の
確
立
、
遵
守
の
検
証

二
、
理
事
の
業
務
執
行
は
、
理
事
が

職
務
遂
行
上
不
正
を
疑
わ
せ
る

行
為
、
事
柄
の
検
証
で
あ
り
、

そ
の
一
つ
に
情
報
提
供
受
付
窓

口
を
開
設
し
常
勤
監
事
が
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

三
、
出
向
く
体
制
に
つ
い
て
は
、
昨

年
十
二
月
の
広
報
誌『
て
ら
る
』

が
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

掲
載
し
て
い
ま
し
た
が
、『
訪

問
回
数
は
増
え
ま
し
た
か
』
と

の
問
い
に
「
以
前
と
変
わ
ら
な

い
」
を
含
め
る
と
否
定
的
な
回

答
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

出
向
く
体
制
は
一
昨
年
の
支

所
統
合
の
根
幹
で
あ
り
、
適
正

な
機
能
状
況
の
検
証
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前
の
経
営
状
況
は

平
成
十
一
年
合
併
以
来
、
毎
年
右
肩

下
が
り
の
事
業
収
益
と
な
っ
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ａ
経
営
の
健
全
性
確
保
と
向

上
に
は
、
役
職
員
の
資
質
の
向
上
は

も
と
よ
り
で
す
が
、
組
合
員
の
皆
様

の
組
合
事
業
へ
の
参
加
意
識
、
利
用

意
識
も
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
の
付
託
に
対
し
全

力
で
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

役 員 名 簿
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平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
日
、
総
代
会

終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
は
初
役
員

会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
己
紹
介
の
後
、

理
事
・
監
事
に
分
か
れ
議
案
を
審
議
し
ま

し
た
。
審
議
事
項
は
次
の
通
り
で
す
。

●
付
議
事
項

第
一
号
議
案
　
　

代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
　

組
合
長
の
選
任
に
つ
い
て

第
三
号
議
案

専
務
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

第
四
号
議
案

常
務
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

理
事
会
の
審
議
に
よ
り
、
代
表
理
事

組
合
長
に
西
川
文
人
氏
、
専
務
理
事
に

羽
生
悦
夫
氏
、
常
務
理
事
に
仲
村
彰
氏

を
選
任
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
監
事
同

席
に
て
、
代
表
監
事
に
松
田
三
郎
氏
、

常
勤
監
事
に
辻
眞
一
氏
を
選
任
し
た
旨

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

第
五
号
議
案

信
用
事
業
専
任
担
当
理
事
の
選
任
に
つ

い
て専

務
理
事
が
担
当
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

第
六
号
議
案
　
　

審
査
担
当
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

常
務
理
事
が
担
当
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

第
七
号
議
案
　
　

筆
頭
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

牧
野
昌
久
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
六
日
に
開
催

さ
れ
た
理
事
会
の
審
議
事
項
は
次
の
通
り

で
す
。

●
付
議
事
項

第
一
号
議
案
　
　

平
成
二
十
年
度
決
算
監
事
監
査
の
回
答

（
案
）
に
つ
い
て

決
算
監
査
指
摘
事
項
に
か
か
る
理
事

者
回
答
案
を
審
議
・
決
定
し
ま
し
た
。

第
二
号
議
案
　
　

Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
期
末
監
査
の
回
答

（
案
）
に
つ
い
て

理
事
者
回
答
案
を
審
議
・
決
定
し
ま

し
た
。

第
三
号
議
案

信
用
事
業
方
法
書
（
金
融
機
関
等
の
業

務
代
理
）
の
変
更
（
案
）
に
つ
い
て

第
四
号
議
案

農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
一
部
変
更

（
案
）
に
つ
い
て

生
産
者
か
ら
の
売
り
渡
し
に
柔
軟
に

対
応
す
る
た
め
に
、
ば
ら
米
の
検
査
買

い
入
れ
基
準
を
変
更
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
五
号
議
案

業
務
報
告
書
に
つ
い
て

第
六
号
議
案

委
員
会
構
成
に
つ
い
て

理
事
会
審
議
に
資
す
る
た
め
の
総

務
、
金
融
・
経
済
、
営
農
の
各
委
員
会

の
構
成
が
下
記
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し

た
。

第
七
号
議
案

農
業
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
役
員
改
選
に
伴
う
理
事
会
選
出

の
農
業
委
員
と
し
て
、
竹
田
善
和
理
事

（
大
野
市
）、
鳥
山
豊
一
理
事
（
勝
山
市
）

を
選
出
し
ま
し
た
。

第
八
号
議
案

（
財
）
勝
山
市
農
業
公
社
の
役
員
選
出

に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
理
事
会
選
出
の
公

社
理
事
と
し
て
、
久
保
晴
空
理
事
、
松

井
喜
治
理
事
を
選
出
し
ま
し
た
。

第
九
号
議
案
　
　

理
事
報
酬
の
支
払
額
、
支
払
時
期
及
び

支
払
方
法
に
つ
い
て

第
十
号
議
案
　
　

役
員
賠
償
責
任
保
険
加
入
に
係
る
負
担

に
つ
い
て

第
十
一
号
議
案
　
　

出
資
金
の
減
口
（
福
井
県
知
事
の
払
戻

請
求
に
よ
る
）
に
つ
い
て

●
報
告
事
項

一
、
新
任
役
員
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

二
、
二
月
末
実
績
に
つ
い
て

三
、
金
利
自
由
型
貯
金
の
利
率
に
つ
い
て

四
、
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

理
事
常
任
委
員
会
構
成

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

総
務
委
員
会

◎
久
　
保
　
晴
　
空

○
石
　
塚
　
憲
　
治

牧
　
野
　
昌
　
久

松
　
田
　
典
　
子

谷
　
　
　
秀
　
明

銅
　
子
　
又
　
衞

乾
　
　
　
孝
一
郎

金
融
・
経
済
委
員
会

◎
松
　
田
　
山
　
列

○
南
　
部
　
新
　
一

松
　
田
　
義
　
一

島
　
田
　
典
　
幸

平
　
泉
　
利
　
栄

齋
　
藤
　
和
　
美

本
　
多
　
精
　
治

営
農
委
員
会

◎
竹
　
田
　
善
　
和

○
松
　
井
　
喜
　
治

鳥
　
山
　
豊
　
一

大
　
石
　
貴
　
之

猪
　
嶋
　
愛
津
子

竹
　
内
　
正
　
則

堀
　
田
　
昭
　
一

理　事

石塚　憲治
大野・阪谷地区－萩ヶ野

理　事

本多　精治
大野・上庄地区－東山

理　事

堀田　昭一
大野・上庄地区－野中

理　事

齋藤　和美
勝山・村岡地区－寺尾

員外監事

澤田　義一
大野・大野地区－春日

監　事

山瀬　孝一
大野・小山地区－深井

常勤監事

辻　　眞一
大野・富田地区－土打

代表監事

松田　三郎
勝山・村岡地区－寺尾

理　事

竹田　善和
大野・富田地区－下麻生嶋

理　事

松田　山列
大野・富田地区－森目

理　事

竹内　正則
大野・下庄地区－太田

理　事

猪嶋　愛津子
大野・大野地区－篠座
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　いよいよ春を迎え桜の季節ですが、4
月に入ったら肌寒い日が続いています。
一方、育苗センターも稼働を始め、田ん
ぼや畑の農作業もだんだんと忙しくなり
ます。 
　3月 20日には、第10回の総代会が開
催され、テラル越前も合併から 10周年
を迎えました。新役員も決まり、4月 1
日には当ＪＡにも新採用職員が入り新し
いスタートです。 

お 知 ら せ 
農耕用免税申請をされる組合員の方へ 　日頃は、ＪＡテラル越前の冠婚事業をご利用

いただき、誠にありがとうございます。 

　さて、平成21年4月より冠婚事業におきま

して、ＪＡ協力組織（昌寿会、清寿会）が運営す

ることとなりましたので、お知らせ致します。 

　尚、昌寿殿・清寿殿での婚礼、パーティー等

のご利用のお申込みは、従来通り変わりありま

せんので、今後も皆様のご利用を心よりお待

ち申し上げます。 

○冠婚利用のお申し込みは 

　ＪＡテラル越前　農協会館　冠婚担当まで 

　住　所：大野市中挾1丁目1301 

　電　話：0779－65－2242

　農耕用機械を入れ替えされた方及び新たに

購入された方は県税事務所への申請が必要

です。 

　申請をされないと免税対象になりません。 

　「免税申請使用者証書換申請書」は各支店

にご用意致しておりますので、宜しくお願い致

します。 

添付書類 

　1. 売買契約書・納品書・リース契約書 

　2.使用機械の写真（前・横・後・アワメーター） 

　3.使用機械のカタログ・1時間あたりの 

　　燃料消費量 

冠婚事業からのお知らせ 

動散・刈払機　無料点検のお知らせ 動散・刈払機　無料点検のお知らせ 
農繁期に入りますので、下記の日程で 
動散・刈払機の無料点検を実施します。 

日　　時 4月19日（日）　　 
午前8時30分～午後5時まで 

点検場所 大野農機センター 
上庄農機センター 
勝山農機センター 

※当日、持ち込み機に限ります。 
※部品代、加工料は別途掛かります。 
お問い合わせは各農機センターまで 

定額給付金の支給により発売された商品券が 
下記のとおり使用できます。 

定額給付金の支給により発売された商品券が下記のとおり使用できます。 定額給付金の支給により発売された商品券が下記のとおり使用できます。 定額給付金の支給により発売された商品券が下記のとおり使用できます。 

かつやまとくとく商品券 かつやまとくとく商品券 かつやまとくとく商品券 
使用期間3/30（月）～6/30（火） 

取扱店 
勝山各支店・勝山配送センター・たきなみSS・かたせSS・勝山農機センター 

越前おおの 

　プレミアム商品券 
越前おおの 

　プレミアム商品券 
越前おおの 

　プレミアム商品券 
取扱店 
本店・大野各支店・九頭竜出張所 
購買課・陽明SS・しのくらSS・上庄SS・大野農機センター・上庄農機センター 

使用期間4/1（水）～8/31（月） 

ＪＡテラル越前・貸出金利一覧表 
平成21年4月1日現在 ☆住宅ローン ☆その他資金 

金利選択型 

2年固定 

１．１０％より 貸出金利 

3年固定 

１．１５％より 

5年固定 

１．６０％より 

１０年固定 

２．１０％より 

変動金利
 

１．５５％より 

 

アグリ長期特別資金 

農林業経営改善資金 

生 活 改 善 資 金  

ＪＡクロ－バ－ローン 

ＪＡマイカ－ロ－ン  

Ｊ Ａ 教 育 ロ － ン 

ご利用目的 

農 業 資 金関連  

農 業 資 金関連  

生 活 資 金関連  

生 活 資 金関連  

自動車購入関連 

教 育 費 用関連  

貸出金利 

２．２５％ 

１．７５％より 

１．７５％より 

１．６５％より 

１．５０％より 

１．４５％より 

固定金利 

 

変動金利 

 

固定金利 

変動金利 

※貸出金利は最優遇金利適用時の金利です。 
※上記金利は金融情勢等により、お借入れ日までに変更させて
いただく場合もあります。 
※福井県農業信用基金協会の保証をご利用いただきますので、
原則として保証人は必要ありません。 

資　　金　　名 
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４
月

１０
日
M
外
務
活
動
日
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
（
生
活
福
祉
課
）、
農
政

連
大
野
支
部
総
会
（
営
農
特
産

課
）、
春
出
里
芋
集
荷
（
上
庄

選
果
場
）、
乾
側
営
農
座
談
会

（
大
野
北
支
店
）、
営
農
講
座

〔
育
苗
・
管
理
・
な
す
〕（
大
野

南
支
店
）

１１
日
N
鹿
谷
女
性
部
集
落
役
員
会
（
生

活
福
祉
課
）

１３
日
I
キ
ク
部
会
第
１
回
作
見
会
〜
１４

日
（
営
農
特
産
課
）、
乾
側
営

農
座
談
会
（
大
野
北
支
店
）、

ナ
イ
タ
ー
相
談
会
（
大
野
東
支

店
）、
県
女
性
協
総
会
（
生
活

福
祉
課
）

１５
日
K
北
西
俣
和
楽
日
の
広
場
（
生
活

福
祉
課
）、
勝
山
中
支
店
運
営

委
員
会

１６
日
L
健
康
体
操
教
室
大
阪
造
幣
局
花

見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
生
活
福
祉

課
）

１７
日
M
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
（
生
活
福

祉
課
）、
大
野
西
支
店
農
家
組

合
長
会
・
大
野
農
政
連
総
会
、

富
田
農
家
組
合
長
会
（
大
野
東

支
店
）、
営
農
講
座
本
田
準
備

園
芸
管
理
・
管
理
（
大
野
南
支

店
）、
勝
山
北
支
店
運
営
委
員

会

１８
日
N
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
・
Ｊ

Ａ
役
職
員
と
語
る
会
（
生
活
福

祉
課
）

１９
日
H
休
日
ロ
ー
ン
相
談
会
（
融
資

課
）、
動
散
・
刈
払
機
　
無
料

点
検
（
各
農
機
セ
ン
タ
ー
）

２０
日
I
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
・
ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル
卓
球
・
富
田
の
び
の
び
グ

ル
ー
プ
「
営
農
講
座
」（
生
活

福
祉
課
）、
大
野
北
農
家
組
合

長
会
議
（
合
同
）（
大
野
北
支

店
）
、
阪
谷
農
家
組
合
長
会

（
大
野
東
支
店
）、
大
野
南
支
店

農
家
組
合
長
会
、
勝
山
北
支
店

合
同
農
家
組
合
長
会
議

２１
日
J
福
井
県
生
活
指
導
員
会
総
会
・

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
（
生
活
福
祉

課
）

２２
日
K
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
・
ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル
卓
球
（
生
活
福
祉
課
）

２３
日
L
Ａ
Ｄ
Ｌ
体
操
（
生
活
福
祉
課
）

２４
日
M
大
野
・
勝
山
水
田
協
議
会
総
会

（
営
農
特
産
課
）、
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
卓
球
（
生
活
福
祉
課
）、
大

野
特
産
振
興
会
総
会
（
大
野
西

支
店
）、
富
田
広
域
土
地
利
用

協
議
会
総
会
・
ナ
イ
タ
ー
相
談

会
（
大
野
東
支
店
）、
営
農
講

座
〔
田
植
準
備
・
園
芸
〕（
大

野
南
支
店
）
、
勝
山
・
平
泉

寺
・
遅
羽
農
家
組
合
長
会
（
勝

山
南
支
店
）

２５
日
N
小
山
青
壮
年
部
営
農
座
談
会

（
大
野
西
支
店
）

２７
日
I
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
・
ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル
卓
球
（
生
活
福
祉
課
）、

五
箇
農
家
組
合
長
会
研
修
会
〜

２８
日
（
大
野
東
支
店
）

２８
日
J
監
事
会
、
理
事
会
、
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
（
生
活
福
祉
課
）

２９
日
K
昭
和
の
日

５
月

３
日
H
憲
法
記
念
日

４
日
I
み
ど
り
の
日

５
日
J
こ
ど
も
の
日

６
日
K
振
替
休
日

１０
日
H
外
務
活
動
日

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

総
務
部
付

羽
生
　
裕
子
（
総
務
部
　
総
務
課
）

総
務
部
付

小
林
二
美
世
（
大
野
南
支
店
　
信
用
共
済
担
当

）

※
（

）
内
は
旧
部
署
で
す
。

職
員
退
職
の
お
知
ら
せ

定
年
退
職

中
尾
　
繁
一

総
務
部
付
　
部
長
待
遇

仲
村
　
雄
二

経
済
部
機
燃
課

自
動
車
セ
ン
タ
ー
　
係
長

自
己
都
合
退
職

山
内
　
文
代

勝
山
北
支
店
　
次
長
補
佐

（
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
付
）

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
付
で
人
事
異
動
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

勝
山
北
支
店
　
次
長
補
佐
　
信
用
共
済
担
当

山
本
富
士
子
（
大
野
西
支
店
　
係
長
　
信
用
共
済
担
当
）

勝
山
北
支
店
　
次
長
補
佐

営
農
経
済
担
当
兼
営
農
指
導
員

安
川
　
義
彦
（
勝
山
北
支
店
　
係
長
　
営
農
指
導
員
）

大
野
東
支
店
　
係
長
　
信
用
共
済
担
当

嶋
田
　
明
美
（
勝
山
北
支
店
　
係
長
　
信
用
共
済
担
当
）

勝
山
北
支
店
　
係
長
　
営
農
経
済
担
当

酒
井
美
知
子
（
経
済
部
　
購
買
課
　
係
長
）

経
済
部
　
機
燃
課
　
勝
山
農
機
セ
ン
タ
ー
所
長

山
内
　
長
利
（
経
済
部
機
燃
課
　
農
機
セ
ン
タ
ー
）

経
済
部
　
機
燃
課
　
自
動
車
セ
ン
タ
ー
所
長

松
田
　
　
学
（
経
済
部
機
燃
課
　
自
動
車
セ
ン
タ
ー
）

指
導
販
売
部
　
販
売
施
設
課

宮
　
　
恵
子
（
大
野
北
支
店
　
信
用
共
済
担
当
）

大
野
北
支
店
　
信
用
共
済
担
当

安
田
由
美
子
（
金
融
部
　
信
用
課
）

金融部　信用課
大平　祐子

指導販売部　販売施設課
中村　学史

経済部　機燃課　給油所
上村　隆佳

経済部　機燃課　給油所
土谷　大輔

大野西支店
北野　和恵

勝山中支店
久谷　智志

新 採 用新 採 用新 採 用新 採 用新 採 用新 採 用新 採 用新 採 用新 採 用新 採 用新 採 用新 採 用新 採 用新 採 用新 採 用新 採 用新 採 用

お
詫
び
と
訂
正

3
月
号
農
家
組
合
長
紹
介
の
中
で
、

大
野
東
支
店
管
内
の
蕨
生
地
区
農
家
組

合
長
山
内
　
正
男
様
の
お
名
前
を
間

違
え
て
掲
載
し
て
い
ま
し
た
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
事
を
深
く
お
詫
び

し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。



■ 15 No.121 4月　てらる てらる　No.121 4月　14 ■

旅行代金12,000円。3名1室利用3,000円増し。2名1室利用4,000円増し（各お一人様）
夕食は部屋食です。宴会場をご希望の方は申込時に申しつけ下さい。

同同行行ししまませせんん。。



■ 17 No.121 4月　てらる てらる　No.121 4月　16 ■

詳しくは、お近くのJA-SSまで。
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